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令和４年度 第２回長野市文化芸術振興審議会 会議録（概要） 

 

日 時 令和５年２月 21 日（火） 午後２時から午後３時 30 分まで 

場 所 長野市役所第一庁舎５階 庁議室 

出席者 委 員：齊藤会長、岩渕委員、北原委員、杉山委員、小林委員、小山委員、 

多田井委員、樋口委員、山本委員、若山委員 

    長野市：事務局（文化スポーツ振興部文化芸術課）小林部長、小林課長、 

倉島主幹、千野補佐、五明補佐、村石係長、村松主事 

教育委員会事務局文化財課 山本補佐 

 

資 料 

資料１   令和５年度 文化芸術振興事業（案）の概要 

 資料２－１ （抜粋）令和３年度 長野市一般会計・特別会計決算及び 

基金の運用状況審査意見書 

 資料２－２ 長野市文化芸術振興審議会と長野市芸術文化振興基金運営委員会の 

統合について 

 資料２－３ 「長野市野外彫刻めぐり」の有料化について 

 資料３   長野市芸術館へのネーミングライツについて 

 資料４－１ 令和５年度 長野市子ども文化芸術賞 募集要項 

 資料４－２ 長野市子ども文化芸術賞 選考要領 

 資料４－３ 令和５年度 長野市子ども文化芸術賞 候補者一覧（非公開） 

 資料４－４ 令和５年度 長野市子ども文化芸術賞 候補者選定資料（非公開） 

 資料４－５ 長野市子ども文化芸術賞 歴代受賞者一覧 

 

１ 開会 

 

２ 長野市文化スポーツ振興部長あいさつ 

 

３ 長野市文化芸術振興審議会会長あいさつ 

 

４ 委員委嘱  小山委員を委嘱 

 

５ 議事 

(1) 令和５年度 文化芸術振興事業の概要について 

(2) 令和３年度 一般・特別会計決算及び基金の運用状況審査意見書への対応について 

(3) 長野市芸術館へのネーミングライツについて 

 

（事務局） <議事(1)～(3)について説明> 
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（委員） 

  ネーミングライツについて、長野市文化芸術振興財団の立ち上げに際して考えたのは、行

政だけではなく、「長野市の企業の皆様にも賛同いただき、支えていただく」という長野

市の文化芸術の姿を目指す中で支援いただいた。他市ではイベントに対して支援を受ける

例はあるが、長野市では設立した財団の活動に対して支援していただく形を作った。 

  ネーミングライツを導入した場合、仮にその企業が撤退した場合は、看板やパンフレット

などを修正する必要が出てくるほか、一度市民に定着した館の名前が変わるのは好ましく

ない。また、ネーミングライツ企業に不祥事が起きた場合、それによって施設の価値が棄

損することにもなりかねない。 

他の施設で協賛金をいただいているような例はどうか。 

 （事務局） 

  県のホクト文化ホールを管理運営する県文化振興事業団では協賛金等は集めていないと

聞いている。また、ネーミングライツを導入し、長野市のような財団が管理運営している

施設の事例を見ても、協賛金を集めている例はほとんどない。 

 （委員） 

  平成 28 年から企業の皆様に支えてきていただいたが、ネーミングライツを導入すると協

賛金は集まらないと思うし、企業の皆様に不誠実だと感じる。今までどおりの形で長野市

の文化を多くの皆様に支えていただくという構図を大事にしていただきたい。 

（委員） 

  多くの皆様から協賛していただくのはありがたいことである。この方向で進めていただき

たい。 

 

（委員） 

資料１の３ページ、芸術文化振興基金助成金は助成率 1/2、上限 10万円となっており、伝

統芸能継承事業補助金は補助率 2/3、上限 10 万円となっている。振興基金は従来の形態だ

と、基金運営委員会で内容を審査して交付することになっていると思うが、伝統芸能継承

事業補助金では、そのような審査を行っているのか。 

（事務局） 

  芸術文化振興基金助成金は、従前、新規性や発展性などを含め、プレゼンしていただき、

基金運営委員会で可否を決定していたが、令和４年度の申請から、市内で活動される団体

の皆様を広く支援するため、書類審査の上で事務局が決定する形式に変わった。 

  伝統芸能継承事業補助金も同様に、書類審査の上で事務局が決定している。 

  いずれも予算を超えて申請があった場合は抽選としている。 

（委員） 

  前回の審議会で、子どもの事業について、芸術館と市が連携しながら事業を実施している

とお聞きした。芸術文化振興基金の設置趣旨を踏まえるのであれば、基金運営委員会と文

化芸術審議会を統合する中で、伝統芸能継承事業補助金を芸術文化振興基金助成金と同じ

補助金の枠の中でとらえた方が良いのではないか。 

（事務局） 

  長野市文化芸術課内に平成 30 年に伝統芸能推進室を設置し、地域の伝統芸能の保存と継

承に特化し、事業を実施しているため、２つの補助金事業を実施している。伝統芸能団体
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は、芸術文化振興基金助成金も受けることができるが、伝統芸能継承事業補助金とどちら

か一方となる。２つのメニューがあるのは伝統芸能の継承をより力強く支援して行くとい

う趣旨である。 

（委員） 

  伝統芸能や子どもの文化芸術活動については、長野市は他市と比べて遅れている印象があ

る。伝統芸能の継承に予算を別建てして力を入れ支援してくのは賛成だが、わかりにくい

面もあると思い意見を申し上げた。 

 

（委員） 

  文化芸術振興事業の予算のうちほとんどが長野市芸術館運営事業である。協賛企業の説明

もあったが、長野市民に対して利用状況が伝わっていないのではないかという懸念がある。

長野市芸術館のイベント予定が活字媒体ではあまり紹介されていない。ホームページには

記載されているが、それだけでは一般市民に対して、芸術館でどのような催し物をしてい

るのかといった情報が伝わっていないと思う。「広報ながの」で長野市芸術館の催し物を

紹介することは可能かお聞きしたい。 

（事務局） 

  長野市芸術館の催し物については、新聞の折り込みチラシに入れることもあるほか、広報

ながの３月号で１ページの特集記事を載せ、令和５年度の事業を紹介する。そのほか、SNS

なども活用して広報を実施していきたい。 

 

（委員） 

  東部文化ホールと松代文化ホールも地域で大切な発表の場である。 

  東部文化ホールと松代文化ホールはほぼ同規模の施設であるが、松代の予算は東部の２倍

近いものとなっている。これはどういった理由によるものなのか、また、長野市直営の東

部文化ホールは今後、指定管理者制度を導入する予定があるのかお聞きしたい。 

（事務局） 

 東部文化ホールは柳原支所、柳原交流センターと合築であり、一体的に市が直営で管理を

行っている。金額の差は指定管理者制度の導入によるものである。利用状況等を見ると、

松代文化ホールは指定管理者の自主事業等により多種多様なご利用をいただいている。 

 東部文化ホールは市直営で管理を行っているが、将来的には指定管理者制度に移行したい

と考えている。施設をより多くの方にご利用いただくことが重要と考えており、指定管理

者によるコンサートやイベントなどの自主事業で多くの市民の方にご利用いただけるよ

うに進めていきたい。 

 予算額の差については、東部文化ホールは柳原支所、柳原交流センターと合築であるため、

交流センターの職員が同じ事務所で兼務しながらホールの管理を行っていることもあり、

正規職員の人件費が予算には含まれていない。 

 今後、一体の施設をそれぞれで区分し管理できるように改修し、指定管理者制度を導入で

きるように準備を進めている。 

 

(4) 令和５年度 長野市子ども文化芸術賞受賞候補者の選定について（非公開） 

 



 

4 

  <その他 意見交換> 

（委員） 

  令和５年度事業について、文化芸術協議会でもご協力していきたい。 

 

（委員） 

  絵画や音楽などの芸術関係については、小中学校で行う場合、先生の影響が大きい。北信

美術展では高校生も出品可能だが、全国大会に向けて絵を描くという方が多く、先生の指

導によって出品する学校とそうでない学校がある。北信美術展や長野県展で優秀な成績を

収めて子ども文化芸術賞の候補者に入っていただきたい。 

 

（委員） 

  子ども文化芸術賞はいつも楽しんで作品を見ている。５月に善光寺花回廊が行われるが、

「子どもたちからの花たより」という、子どもがデザインして花を配置するという企画が

ある。コロナ禍で実施できていなかったが、今年はフル規格で開催する。まちづくりに子

どもが携わることで未来づくりにつながると感じており、盛り上げていきたい。 

 

（委員） 

  ５月３日に獅子舞フェスティバルが開催されるということで喜んでいる。コロナ禍の間は

参加者が少なく、長野市でもご苦労いただき、延期されることもあったが、中止すること

なくできたことは市民の皆様にも喜ばれている。 

  今回は 60 団体が参加するとお聞きした。久々に大規模に開催されるということで、コロ

ナを吹き飛ばすつもりでオープニング、エンディングを派手にやりたいと計画している。 

 

（委員） 

  伝統芸能こどもフェスティバルに最初から関わっている。三味線や箏、日本舞踊もだが、

伝統芸能を演奏する時や演じる時に普段の洋服では合わない。そのため、衣装を用意する

のだが、様々な学年の子どもにあわせて用意するのは大変であり、伝統芸能継承事業補助

金を活用して衣装を購入した。 

おかげで、参加した子どもたちは非常に楽しんでおり、１年で辞めるのではなく、４年続

けて参加している子どももいる。長野市からの働きかけがなければ、個々の団体の声がけ

だけでは継続しないし、子どもも集まらない。そういった点は非常に感謝している。 

  昨年、御開帳に合わせてセントラルスクゥエアのステージに何回か出演したが、そこにも

子どもたちに参加いただいた。芸術館で演奏するだけではなく、街の中で、知っている人

が来ているのが見える中での演奏で、子どもたちは喜びを感じて参加してくれた。引き続

き、子どもたちと一緒に長野市の事業に携わっていきたい。 

 

６  その他  

 

７ 閉会 


